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5
2
の
検
討
を
中
心
と
し
て
!
ー
ーI~ 

旗

武

彦

一
、
は

し

古玉

き

戦
後
十
年
に
し
亡
反
省
期
を
迎
え
た
経
営
学
界
に
お
け
る
基
本
的
動
向
の
一
つ
は
、
経
営
組
織
の
本
格
的
把
握
り
試
み
て
あ
り
、
こ

れ
主
中
核
と
し
て
従
来
白
研
努
諸
成
某
を
綜
合
的
に
休
系
化
し
よ
う
と
す
る
企

τ白
み
b
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
『
も
と
よ
り
か
か
る
意

図
に
対
し
て
は
批
判
も
少
く
な
同
。
し
か
し
経
営
(
企
業
〉
が
木
来
個
別
資
本
の
顕
現
形
態
で
あ
り
、
資
木
主
義
的
生
産
過
程
に
特
有

た
協
業
白
形
態
、
て
あ
る
に
し
て
も
、
資
本
の
運
動
が
組
織
を
媒
介
と
し
て
展
開
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
モ
と
に
は
経
済
理
論
の
上
て
も
無
視

し
え
な
い
諸
問
題
が
潜
む
こ
と
は
否
定
し
え
な
加
で
あ
ろ
お
し
た
が
っ
て
経
営
組
織
の
内
面
に
深
く
立
入
っ
て
詳
細
な
分
析
を
試
み

る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
白
研
境
諸
成
果
を
顧
み
る
こ
と
は
、
決
し
て
迂
路
と
は
一
首
え
な
い
し
、
個
別
資
本
心
運
動
を

正
し
〈
と
ら
え
る
た
め
に
も
、
ま
た
経
営
を
経
営

ω
自
己
形
成
と
し
て
把
握
す
る
た
め
に
も
、
ふ
ま
る
べ
き
過
程
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

νョ



然

b
は
次
に
経
営
組
織
の
木
格
的
把
握
白
意
味
が
問
題
と
去
る
。
あ
ら
た
め
て
本
格
的
と
い
わ
れ
る
の
は
、
従
来
の
経
営
組
織
の
研

究
が
、
経
営
内
部
白
い
わ
ゆ
る
「
仕
事
由
組
織
」
白
商
に
集
巾
さ
れ
、
そ
れ
に
終
始
し
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
も
白
て
あ
り
、
か
か
る

一
面
的
把
握
を
排
し
、
諸
属
性
を
モ
の
中
に
包
含
す
る
経
営
(
企
業
)
の
組
織
活
動
の
態
様
一
世
、
関
連
諸
科
学
の
成
果
に
照
応
古
せ
っ

ワ

綜
合
的
体
系
的
に
把
握
す
る
己
と
主
い
う
。

(
フ
ォ
ー
マ
ル
)
組
織
の
理
論
ヤ

「
人
間
関
係
論
」

か
か
る
意
図
に
関
連
し
て
最
近
て
は
、
従
来
む
組
織
研
究
の
中
心
て
あ
っ
た
会
式

の
と
ら
え
た
非
公
式
(
イ
ン
ア
方

1

マ
ル
)
組
織
の
理
論
を
も
含
め
て
、

経
営
組
織

の
本
格
的
把
握
の
た
め
の
有
力
な
拠
点
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、
バ
ー
ナ
ー

F
の
理
論
が
注
目
を
集
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

バ
ー
ナ
ー

F
の
理
論
が
か
か
る
意
味
て
と

p
あ
げ

b
れ
る
に
至
っ
た
白
は
さ
わ
め
て
最
近
白
己
と
で
あ
る
た
め
、
考
察
古
る
ベ
さ
余

地
が
多
川
。
本
一
柄
て
は
彼
の
主
主
唱
、
い
コ
面
、
凡

qSえ
な
言
、
H

Sへ
L

明
記
号

HN目号・
5
8
(
U
1
2
H
b
~
uコ
ミ
刊
誌
-)rお
い
て
展
開
さ
れ
て
い

る
会
理
論
休
系
の
概
観
に
よ
っ
て
、
そ
む
基
木
的
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
モ
れ
を
め
ぐ
ヮ
て
若
干
の
一
検
討
を
加
え
、
経
営
組
織
研
安
へ

の
一
助
と
し
た
い
と
考
え
る
。

ω
馬
場
敬
拍
教
授
「
経
営
学
と
人
同
組
職
白
問
題
」
(
有
斐
閣
、
昭
和
二
十
九
年
)
占
部
都
美
助
教
授
「
涯
品
山
経
営
学
」
(
白
桃
書
房
、
昭
和
三
寸
年
)

削
池
内
信
行
教
投
「
ド
イ
ツ
程
営
学
」

(
F
孔
四
巻
十
号
)
、
「
経
営
経
世
学
由
展
開
」

(
R
R
式
岩
六
号
)
、
佐
々
木
吉
郎
教
授
「
経
営
経
苦
学
の
基

本
問
題
と
し
て
の
認
識
対
象
。
規
定
に
よ
せ
て
」

(
R
R
六
巻
十
号
)
苛
ど
。

ω
例
え
ば
、
投
資
や
企
業
規
模
白
決
定
に
際
L
て
、
従
来
か
ち
利
潤
極
大
化
。
原
則
自
恥
が
作
用
す
る
も
?
と
考
え
b
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
必

ず
し
も
か
λ

る
原
則
D

b
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
が
経
済
理
論
白
上
で
も
指
摘
さ
れ
始
め
て
い
る
し
(
出
伊
豆
-
F
n
b
f
h
p司
会
弐

P
ミ
き

苦

3
2
5言
号
、
富
山
、
句

E
)
、
誤
占
な
い
し
不
完
全
卒
。
段
階
に
お
い
て
は
と
〈
に
士
る
点
ヘ
喜
臆
白
余
地
が
あ
る

(
]
E

ロー

住
吉
買
え
同
S
E
E
-
呂田

r
Z
E
M∞I
古
)
。
か
ふ
る
問
題
は
ま
た
組
織
論
を
背
A
K
K
持
つ
ピ
ジ
ネ
ス
・

9

1
グ

1
シ
ッ
プ
の
検
討
に
ま
た
ね
ば

な
b
ぬ
点
が
ヂ
〈
な
い
。
拙
稿
「
技
術
的
革
新
と
独
占
企
業
」

(
P
R
ハ
巻
九
号
)
、
「
独
占
体
制
、
と
技
術
的
革
新
」
(
経
罰
論
叢
七
六
巻
五
号
)

個

人

と

組

織

第
七
十
九
巻

ノ、
九

第

号

ノ、
プL



個

人

と

組

織
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十
九
巻

七
O 

第

告す

七
O 

は、

ζ

D

点
に
ワ
い
て
り
若
干
白
論
及
で
あ
る
。

ω
馬
場
教
授
は
前
掲
書
に
お
い
て
、
経
営
牟
に
占
け
る
組
織
論
田
地
位
と
の
関
連
か
b
、
バ
ー
ナ
ー
ド
自
若
干
の
論
点
に
ふ
れ
ら
れ
、
占
部
助
教
授

は
、
前
掲
書
に
担
い
て
バ
ー
ナ
ー
ド
理
論
在
中
核
と
す
る
経
営
白
本
質
論
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
。
ま
た
安
部
陸
一
教
授
は
、
「
組
織
論
に
づ
い

て
の
一
考
察
」

(
R
R
七
巻
一
号
)
で
、
バ
ー
ナ
ー
ド
り
組
結
論
申
怯
持
を
類
型
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
ウ
ン
(
伊
国
gzw)
お
主
び

(
旧
〉
東

γ
イ
ツ
的
組
織
観
と
白
関
連
h
F
b
a
F
〈
申
示
唆
を
合
む
鋭
い
分
析
を
さ
れ
、
桜
井
信
行
助
教
授
は
、
「
ア
メ
リ
カ
経
営
学
に
担
け
る
機
龍

的
思
宰
K
づ
い
て
」

(
P
R
七
巻
六
号
)
で
、
バ
ー
ナ
ー
ド
理
論
を
機
首
的
思
考
り
視
角
h
r
b
考
察
さ
れ
る
。
本
稿
で
仕
、
圭
理
論
体
系
申
概
観
に

よ
ヲ
て
、
バ
ー
ナ
ー
ド
理
論
白
基
本
的
特
質
を
明
b
h同
に
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
芳
察
を
進
め
て
み
る
と
と
と
し
た
。
な
お
田
杉
競
監
訳

「
経
営
者
四
役
割
」

(r
イ
ヤ
モ
シ
ド
、
昭
和
三
十
一
年
カ
且
)
は
、
周
知
白
ど
と

t
、
本
稿
で
と

D
あ
げ
る
バ
ー
ナ
ー
ド
り
主
著
白
邦
訳
で
あ
り
、

ま
た
馬
場
教
授
の
「
〆
1
ナ
1
ド
白
組
織
理
論
と
其
り
批
判
」
(
上
)
(
「
米
国
経
営
学
」
経
営
単
全
集
第
三
春
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
三
十
-

年
十
一
月
)
に
は
、
本
書
白
一
部
主
二
部
四
み
り
詳
細
な
相
介
が
み

b
れ
る
。

、

バ

ー

ナ

ー

ド

理

論

の

概

要

と

そ

の

基

本

的

特

質

バ
ー
ナ
ー
ド
の
理
論
を
と
り
あ
げ
る
場
合
に
注
目
し
た
け
れ
ば
玩
ら
た
い
の
は
、
日
本
語
版
へ
の
序
文
に
お
い
て
明
白
に
述
べ
て
い

石
ど
と
く
、
彼
の
本
来
由
意
図
が
、
管
理
者

(05541い
わ
ゆ
る
経
営
者
主
り
広
い
意
味
主
持
つ
組
紬
一
般
由
管
理
者
)
の
職
能
の
本
質
主

探
求
す
る
己
と
に
あ
り
、
モ
の
た
め
に
組
織
の
本
質
を
豆
し
く
と
ら
え
る
こ
と
(
組
織
理
論
白
展
開
)
が
必
要
と
た
っ
た
と
い
う
と
と
て

あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
白
理
論
白
大
部
分
は
組
織
の
解
明
に
あ
て
ら
れ
J

し
い
る
が
、
そ
れ
は
管
理
職
詑
の
根
木
問
題
白
所
在
を
つ
か
む

た
め
て
あ
る
か
ら
、
彼
の
理
論
白
概
要
も
、
モ
の
問
題
意
識
に
即
し
て
、
多
少
と
も
整
理
し
て
考
察
す
る
こ
、
ど
と
し
よ
う
。

日
基
木
的
公
準
と
し
て
の
個
人
な
い
し
人
聞
の
理
解

〔
パ

ナ

1
F
は
考
察
を
始
め
る
に
際
し
て
、
ま
ず
個
人
な
加
し
人
間
を
王
し
く
と
ら
え
る
と
と
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。
そ
の
理
由



は
、
組
織
の
性
格
吉
明
ら
か
に
し
、
管
理
過
程
白
考
察
を
行
う
場
合
に
、
基
本
的
公
準
〔

P
邑
h
P
E
E
-
宮
町
内
包
且
E
)
と
た
る
人
間
に

つ
い
て
、
不
必
要
な
誤
解
ヤ
あ
い
ま
い
さ
を
さ
け
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
町
然
ら
ば
波
は
、
個
人
を
如
何
に
理
解
す
る
の
か
?

見

方
の
如
何
に
よ
っ
亡
は
、
個
々
の
物
的
な
も
の
、
生
物
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
人
間
有
機
体
と
さ
ま
ぎ
ま
陀
表
現
ゼ
き
ょ
う
が
、
現
実

の
個
人
は
、
か
か
る
諸
側
面
を
統
合
し
た
具
休
的
、
個
性
的
企
休
て
あ
る
。
と
こ
ろ
で
か
か
る
個
人
は
、
人
間
一
般
に
共
通
白
特
牲
を

そ
た
え
て
い
る
。
モ
れ
は
、
過
去
、
現
在
の
物
的
、
生
物
的
、
社
会
的
要
因
白
結
合
物
て
あ
る
動
機

(
E
且
M
4
2
〉
民
基
き
、
限
ら
れ
た

選
択
力
白
も
と
で
、

H
的
守
口
同
司
由
。
)
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
行
動
て
あ
る
。
し
た
が
ヲ
て
人
間
は
、
行
動
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、
そ
の
行
動
に
は
、
目
的
D
達
成

l
有
効
性
(
。
問
。
丘
署

g
g
)
と
、
動
機
の
満
足

1
能
率
(
0
自
己

E
4
)
と
で
モ
れ
ゼ
れ

測
b
れ
る
複
雑
な
情
況
が
伴
う
か
弘
、
個
人
な
い
し
人
聞
を
扱
う
際
に
は
か
か
る
情
況
へ
の
慎
重
な
考
慮
が
必
要
と
な
る
。

「
J日
組
織
の
形
成
に
お
け
る
個
人
と
組
織
の
基
本
関
係

人
聞
が
他
白
人
A

と
協
働
関
係
主
結
び
、
し
た
が
ヲ
て
組
織
を
形
成
ナ
る
の
は
、
立
場
に
よ
っ
て
理
解
が
多
少
具
る
が
、
要
す
る
に

共
通
の
目
的
を
達
成
し
た
り
、
個
人
の
制
約
を
克
服
す
る
た
め
に
ほ
か
た
ら
た
い
円
。
と
己
ろ
ぜ
か
か
る
組
成
白
形
成
、
し
た
が
っ
て
佃

人
の
組
織
へ
の
参
加
の
如
何
は
、
自
由
意
思
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
問
題
て
あ
る
か
ら
、
当
然
そ
白
人
む
そ
の
時
白
目
的
と
か
動
機
が

重
要
た
役
割
を
演
ず
る
。

己
の
点
に
関
連
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
人
々
の
目
的
平
動
機
と
組
織
白
目
的
と
は
一

致
し
な
い
己
と
が
多
く
、
し
か
も
組
織
の
協
働
活
動
の
た
め
に
は
、
そ
の
一
致
、
な
い
し
は
個
人

K
Z
る
組
織
目
的
の
容
認
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
己
と
で
あ
守
仏
V

第
二
の
問
題
は
、
前
述
白
組
織
目
的
と
個
人
の
目
的
と
の
不
一
致
に
も
み
ら
れ
た
ご
と
く
、
現
代
社
会
に

治
け
る
個
人
主
義
の
傾
向
は
、
組
織
に
対
す
る
献
身
的
結
合
た
い
し
貢
献
意
欲

(55ρ
問
自
由

Z
E
E
H
M
E
Z
)
を
し
て
消
極
的
左
も
の

個

人

と

組

織

第
七
十
九
巻

七

第
一
号

七



個

人

と

組

織

第
七
寸
九
巻

じ

第
一
号

{:; 

と
し
、
ま
た
不
安
定
た
も
の
と
す
る
が
、
組
織
K
と
っ
て
か
か
る
個
人
の
貢
献
意
欲
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
て
あ
る
。

し
た
が
っ
て
組
織
が
形
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
個
人
に
よ
っ
て
モ
白
目
的
が
容
認
さ
れ
、
積
極
的
貢
献
意
欲
に
よ
る
努
力
の
結
合
が
行

わ
れ
る
よ
う
個
人
に
、
し
た
が
っ
て
個
人
心
国
的
や
動
機
に
働
き
か
け
る
こ
と
(
誘
引

E
E
B
E
B
C
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
働
き
か
け

は
、
個
人
心
目
的
平
動
機
を
満
す
ど
と
か
目
的
中
動
機
(
心
的
状
態
)
を
何
b
か
の
意
味
ゼ
変
え
さ
せ
る
か
の
い
ず
れ
か
白
方
法
に
よ
る
。

前
者
は
「
誘
因
」
(
自
由
民
宮
田
)
白
提
供
て
あ
り
、
後
者
は
「
説
得
」
(
耳
目
白
E
E回
)
て
あ
る
。
而
し
て
個
人
の
組
織
参
加
白
端
緒
と

怠
る
組
織
目
的
の
周
知
も
、
士
た
個
人
の
貢
献
意
欲
へ
の
働
き
か
け
も
、
伝
達

(
2
5自己
HHHECS)
に
よ
っ
て
初
め
て
有
効
と
た
る

か
ら
佃
人
と
組
織
白
基
本
関
係
主
規
定
す
る
要
件
は
、
目
的
、
貢
献
意
欲
、
伝
達
白
=
一
つ
で
あ
り
、
組
織
の
形
成
、
創
設
は
、
こ
れ
ら

の
三
つ
の
条
件
が
満
さ
れ
る
か
否
か
に
依
存
す
る
こ
と
と
た
る
。

〕E

複
合
組
織
に
お
け
る
管
理
職
能

，t
L
 組
織
は
創
設
さ
れ
た
に
止
b
ず
、
存
続
し
、
発
展
し
こ
行
か
ね
ば
た
ら
な
い
。
そ
の
場
合
に
考
慮
さ
る
べ
き
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。

一
つ
は
組
織
の
「
有
効
性
」
で
あ
り
、
他
は
「
能
率
」
て
あ
ム
。
組
織
白
「
有
効
性
L

と
は
、
組
織
の
目
的
達
成
白
如
何
に
よ
っ
て
示

さ
れ
、
広
義
の
技
術
的
過
程
に
か
か
わ
る
概
念
て
あ
り
、
組
織
の
「
能
率
」
と
は
、
組
織
に
必
要
な
個
人
的
貢
献
の
確
保
白
'
如
何
に
上

っ
て
示
さ
れ
、
誘
引
に
か
か
わ
る
概
念
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
組
織
が
存
続
し
、
発
展

T
る
た
め
に
は
、
己
白
い
ず
れ
も
が
必
要
て
あ

り
、
両
者
は
相
互
依
存
白
関
係
に
あ
る
。
か
か
る
組
織
り
存
続
や
発
展
金
規
制
す
る
一
一
つ
の
問
題
乙
モ
、
組
織
の
拡
大
(
す
な
わ
ち
単
位

組
職
。
桔
合

?hJな
る
複
合
組
純
白
生
成
)
に
伴
フ
て
各
単
位
組
織
問
む
伝
達
の
必
要
性
か

b
生
じ
て
き
た
管
理
者
に
よ
っ
て
解
か
れ
ね
ば

な
b
な
円
問
題
た
の
で
あ
る
。
そ
む
た
め
に
管
理
者
に
要
請
さ
れ
る
職
能
は
、

ω伝
達
体
系
白
確
立
と
維
持
、
例
組
織
に
必
要
怠
努
力

、

、

、

u

白
確
保
、
同
制
目
的
白
定
式
化
と
規
定
て
あ
h
y
、
か
か
る
職
能
白
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
る
ご
と
〈
、
組
織
の
形
成
に
治
け
る
個
人
と
組



織
の
基
本
関
係
を
規
定
す
る
一
ニ
要
作
が
と
己
て
も
貫
徹
さ
れ
る
。

口)

伝
達
体
系
の
確
立
と
維
持

多
数
の
単
位
組
織
の
結
λ

甘
か
ら
な
る
複
合
組
織
に
と
っ
て
、
伝
達
休
系
の
確
立
沿
よ
び
維
持
の
必
要
な
と
と
は
い
う
ま
て
も
悲
い
が
、

己
の
点
に
つ
戸
て
考
慮
さ
る
べ
き
=
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
心
一
つ
は
専
門
化
の
観
点
か
ら
す
る
組
織
機
構
(
切
れ
]
耳
目
。
。
向
日
空
E
N

邑
E
〉
心
確
丸
て
あ
り
、
第
一
一
は
か
か
る
組
織
機
構
に
適
切
な
人
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三
は
伝
達
に
際
し
て
の
非
公
式
組

織
を
活
用
す
る
と
と
で
あ
る
。
か
が
る
伝
達
体
系

ω
確
立
と
粧
持
に
つ
い
て
考
慮
さ
る
べ
き
基
木
的
な
点
は
正
し
い
ド
権
限
系
列
。

5
2

色

EHF-3!)
心
保
持
て
あ

P
、
モ
の
た
め
に
権
限
l
権
威
の
性
格
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
て
あ
る
。
通
常
は
、
権
限
を
職
位
に
付

随
ず
る
も
の
と
考
え
、
し
た
が
っ
て
上
位
の
者
か
ら
授
権
さ
れ
る
と
解
す
る
が
、
モ
れ
は
仮
構
て
あ

p
、
真
由
権
限
は
伝
達
が
被
伝
達

者
た
る
個
人
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
り
発
令
者
の
側
に
あ
る

ω
で
は
な
h
h
。
か
か
る
権
限
の
真
白
姿
を
理
解

守

則

し
て
権
限
系
列
の
保
持
を
は
か
る
心
で
な
け
れ
ば
、
如
何
に
精
巧
社
組
織
機
構
と
い
え
ど
も
そ
の
機
能
を
発
揮
し
え
な
い
己
と
と
た
る
。

ω
組
織
に
必
要
た
努
力
の
確
保

組
織
の
拡
大
に
伴
い
、
人
員
の
追
加
締
充
が
必
要
と
怠
る
し
、
ま
た
組
織

ω進
歩
の
た
め
に
は
組
織
構
成
員
か

b
不
断
の
よ
り
高
度

な
努
力
の
貢
献
が
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
組
織
へ
の
誘
引
と
、
誘
引
さ
れ
た
人
々
か

b
の
活
動
白
抽
出
と
い
う
二
つ

の
こ
と
が
問
題
と
在
る
。
活
動
の
抽
出
は
い
わ
ゆ
る
人
事
管
理
の
仕
事
て
あ
り
、
誘
引
は
、
前
述
白
ご
と
き
「
誘
因
」
り
提
供
と
「
説

得
」
の
行
使
に
か
か
わ
る
仕
事
て
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
人
聞
の
特
性
や
現
代
社
会
白
人
々
の
固
有

ω傾
山
間
(
個
人
白
分
散
的
傾

向
)
と
の
関
連
か
ら
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
在
い
。

。)

目
的
の
定
式
化
と
規
定

個
人
と
組
織

第
七
十
九
巻

』

第
一
号

七



個

人

と

組

融

第
七
十
九
巻

七
回

第

号

七
回

組
織
は
確
立
さ
れ
た
組
織
機
構
と
そ
こ
に
配
置
さ
れ
た
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
同
的
達
成
の
た
め
の
活
動
を
展
開
す
る
。
と
己
る

ゼ
モ
の
活
動
は
、
組
織
構
成
員
全
員
に
よ
る
決
定
行
為
白
総
合
て
あ
る
か
ら
、
各
決
定
が
上
下
一
貫
し
て
有
効
に
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、

組
織
機
構
が
権
限
D
点
て
い
か
ん
な
さ
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
さ
ら
に
総
括
目
的
の
意
義
が
、
下

部
民
至
る
ま
で
明
確
に
知
ら
れ
て
ゐ
ら
ね
ば
左
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
情
況
に
即
し
た
目
的
の
定
式
化
が
必
要
と
た
る
。
ま
た
組
織
白
下

部
氏
至
る
ほ
ど
活
動
は
突
践
的
性
格
を
あ
び
、
具
体
的
情
況
白
変
化
も
考
慮
さ
れ
る
か

b
、
史
式
化
古
れ
た
日
的
白
細
部
規
完
や
再
規

完
が
必
要
と
在
る
。

以
上
が
組
織
の
維
持
、
発
展
に
か
か
わ
る
管
理
者
の
職
能
白
概
要
で
あ
り
、
有
効
性
と
能
率
は
か
か
る
諸
職
能
を
通
し
て
果
さ
れ
る

白
て
あ
る
が
、
さ
bfに
管
理
者
に
は
そ
の
諸
職
能
白
遂
行
過
程
に
お
い
て
解
か
ね
ば
な

b
な
い
根
本
的
危
課
題
が
あ
る
。
協
働
に
関
ナ

る
人
々
白
信
念
創
造
が
モ
れ
と
あ
る
。
己
白
問
題
が
根
本
的
な
課
題
と
な
る
白
は
、
「
物
的
環
境
と
人
聞
の
生
物
的
構
造
に
よ
る
諸
制

限
、
協
働
の
成
果
の
不
確
定
、
目
的
を
一
般
的
に
理
解
す
る
困
難
、
組
織
に
不
可
欠
友
伝
達
体
系
の
脆
弱
吉
、
個
人
白
介
散
的
傾
向

動
機
の
複
雑
性
と
不
安
定
、
決
定
の
継
続

己
れ
を
克
服
す
る
に
は
、
「
共
通
の
理
解
が
え
ら
れ
る
と
い
う
信

念
、
成
功
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
信
念
、
個
人
的
動
機
が
結
局
満
さ
れ
る
と
悼
う
信
念
、
確
固
た
る
客
観
的
権
成
か
あ
る
と
い
う
信
念
、

(
白
唱
日

E
d
H自
白
o
p
E
由
。
ご
E
H
E含
乙
岳
、
権
威
確
立
に
ゐ
け
る
個
人
的
同
意
の
必
要
、

的
負
担
な
ど
」
の
諸
事
情
が
組
織
活
動
に
は
不
可
避
的
に
付
随
し
、

個
人
目
的
よ
り
共
通
目
的
の
ほ
う
が
優
先
す
べ
き
だ
と
い
う
信
念
」
に
究
極
に
は
依
存
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
」
円
か
ら
て
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
組
織
の
維
持
や
発
展
に
は
、
技
術
的
諸
考
慮
(
技
術
的
側
面
目
統
寧
)
も
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
に
も
ま
し
て
重
要
な
の
は
、

組
織
構
成
員
に
関
す
る
か
か
る
信
念
の
創
造
て
あ
り
、
己
れ
な
く
し
て
は
組
織
の
維
持
も
根
底
か

b
危
殆
に
瀕
す
る
し
、
ま
し
て
発
展

白
ご
と
き
は
考
え

b
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
管
理
者
は
協
働
と
い
う
本
質
的
に
創
造
的
危
過
程
に
お
い
て
、
か
か
る
信
念



す
な
わ
ち
、
組
織
道
徳
創
造
の
誘
発
剤

(
p
-
E
E
E
a
)
と
し
て
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
と
そ
管
理
者
に
課
一
さ
れ
た
最
も
基
本

的
な
職
能
(
管
理
責
任

l
統
率
)
ぜ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
に
沿
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
の
理
論
の
概
要
世
、
彼
の
問
題
意
識
に
即
し
て
多
少
と
も
整
理
し
、
段
階
的
に
考
察
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
陀
な
っ
た
基
本
的
た
点
は
、
第
一
に
彼
が
人
間
の
特
性
を
理
論
白
基
本
的
合
準

rす
土
、
組
織
を
か
か
る

人
間
の
特
性
を
持
つ
個
人
の
主
体
的
参
加
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
か
か
る
組
織
に

関
す
る
基
本
的
認
識
を
も
っ
て
複
雑
な
組
織
陀
も
及
ぼ
し
、
管
理
職
能
も
ま
た
か
か
る
組
織
観
に
基
い
て
導
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ

と
ゼ
あ
る
o

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
バ
ー
ナ
ー
ド
自
身
の
指
摘
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
(
註
同
参
照
)
、

さ
ら
に
わ
れ

わ
れ
が
今
迄
に
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
、
個
人
に
よ
る
権
限
受
容
白
考
え
方
、
組
織
活
動
に
お
け
る
決
定
の
怯
格
白
説
明
、
組
織

道
徳
の
創
造
D
必
要
性
の
強
調
、
さ
ら
に
は
複
合
組
織
に
長
け
る
伝
達
心
意
義
と
そ
れ
に
関
連
す
る
管
理
者
自
職
能
の
某
本
的
性
格
の

説
明
(
註
側
参
照
)
左
ど
白
諸
点
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
白
ご
と
き
組
織
観
に
よ
っ
て
初
め
て
理
舟
て
き
る
と
い

hwね
ば
左
ら
な
い
。
し
た
が

問

問

っ
て
彼
の
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
組
織
白
木
質
主
伝
達
過
程
に
見
出
し
て
い
る
点
と
か
、
権
限
受
容
説
左
ど
が
あ
げ

b
れ
、
そ
白

い
ず
れ
も
妥
当
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
諸
特
質
主
導
き
出
す
根
底
に
あ
る
彼
白
組
織
観
自
体
白
中
広
己
主
基
木
的
左
特
質
が

潜
む
も
の
と
考
え
た
い
。

ω
出F"p一自

凶

同
Pげ
戸
.
]
切
EV=閉唱
》
忌
lム
同
区
山
酔
肝
訳
一
五
|
一
六
頁
。

同

開

パ

1
ナ
'
ド
は
、
人
間
D
特
性
を
行
動
に
主
ヲ
て
ξ
b
え
、
そ
の
行
動
白
最
基
底
に
複
雑
な
要
悶
か
b
な
る
動
機
を
置
〈
。
し
た
が
ヲ
て
通
常
は

人
聞
の
満
足
を
、
一
定
。
行
為
に
よ
る
目
的
。
達
成
白
如
何
(
と
れ
を
バ
ー
ナ
ー
ド
は
有
効
性
と
い
う
)
の
み
T
と
与
え
る
が
、
バ
ー
ナ
ー
ド
に
よ

個

人

と

組

織

第
七
十
九
巻

七
五

第

号

一じ
Il 



個

人

と

組

地

第
七
十
九
巻

七
六

第
一
号

七
六

る
と
、
か
ふ
る
合
目
的
行
為
白
基
底
に
は
本
来
動
植
が
あ
る
白
だ
か
ら
、
目
的
が
達
せ
ら
れ
仕
〈
て
も
、
そ
り
行
為
に
付
随
し
て
生
ず
る
事
柄
に
よ

り
て
動
棋
が
満
さ
れ
る
場
合

(
ζ

れ
を
バ
ー
ナ
ー
ド
は
龍
平
と
い
う
)
も
あ
る
ζ

と
が
指
摘
さ
れ
、
強
調
さ
れ
る
(
。
匂

E
「
也
市
-
z
l
M
H
)
。
要
す
る

に
人
聞
は
、
究
極
に
布
い
て
動
樹
由
満
足
が
必
要
な
自
で
あ
り
、
と
白
動
棋
は
本
丈
で
示
し
た
ど
と
き
過
去
、
現
在
の
複
雑
な
誇
要
悶
の
結
令
恥

b

な
る
た
晶
、
人
問
。
満
足
、
不
満
足
は
復
雑
な
事
情
に
基
い
て
止
ず
る
と
と
と
な
る
。

川
何
回
σ戸
、
℃
回
凶
訳
二
五

l
一
一
六
頁
。

ω
邦
訳
車
町
四
最
終
部
。
訳
註
に
も
示
し
て
布
い
た
ど
と
〈
、
バ
ー
ナ
ー
ド
O
組
織
白
概
念
は
、
通
常
白
理
解
K
M問
り
、
特
昧
沿
意
味
を
持
っ
て
い

る
。
す
た
わ
ち
通
常
白
組
織
概
念
に
付
随
し
て
考
ヌ

b
れ
る
物
的
要
国
、
社
合
的
要
因
(
法
樟
な
ど
の
ご
と
き
)
を
と
り
さ
っ
た
、
ま
た
単
な
る
人

々
。
集
団
で
も
な
い
、
「
二
人
以
上
の
人
々
白
、
意
一
識
的
に
統
括
さ
れ
た
活
動
向
、
苛
力
の
体
系
」
で
浴
る
。
し
た
が
っ
て
と
り
規
定
に
よ
る
と
、
川

1
ナ
1
y
白
い
わ
ゆ
る
組
織
は
経
営
組
織
に
阻
ら
れ
な
い
組
織
一
般
を
指
し
、
そ
り
構
成
員
た
ど
白
点
で
も
通
常
由
理
解
之
君
し
〈
叩
川
町
る
と
と
と

な
る

(
O
暗
号

-
E
u
g
l巴
)
。
な
お
バ
ー
ナ
ー
ド
の
か
か
る
組
織
白
規
定
を
中
心
と
し
て
、
コ

1

1
ラ
ン
ド
り
批
判
が
あ
る
(
冨
・

4
・口
o
事
Eハ
F

M
1
b
N
H
A
忌
大
喜

h
k号、

N
5・
hLwd
同
〈
。
「
凶
4
H
F
H
A。
P
H
E
C
)
。

ω
H
U
E
-
E
V
-
2
-宰
訳

九

四

l
九
七
頁
。

ω
H
U
E
-
勺
唱
∞
叫

l
g
訳
八
四

l
八
六
頁
。

制

P
E
・
2
v
お
岳
町
町
四
叶
呂
町
司
自
}
∞
。

z
v
-
B
E
町
司

H
S
l
H品
目
訳
四
七
頁
。
六
三
六
一
ハ
頁
。
九
三
頁
。
一

o
o
l
一〈
U
二
頁
。

一
五
一
|
一
五
四
頁
。

ω

P

E
・
℃
∞
回
訳
八
九

l
九

O
頁。

同

HC民
、
℃
∞
凶
訳
九

O
一
且
。
な
お
組
織
白
発
生
方
法
に
つ
い
て
、
パ

1
ナ
1
ド
は
四
つ
白
場
合
が
あ
る
乙
と
を
指
摘
す
る
す
p
e
F
唱七

H
S

HC日
)
。
し
か
し
似
の
「
一
人
白
人
申
慎
重
な
意
図
に
基
〈
も
り
(
例
え
ば
経
営
組
職
り
ご
と
き
)
が
中
心
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

ω
組
織
(
個
人
と
は
到
る
)
の
「
有
効
怯
」
と
「
龍
串
」
に
づ
い
Y

て
は
全
稿
。
各
所
(
句
【
》
忠

l
g
【ζ
缶
詰
唱
下
回
目
。
i
回
目
寸
)
で
論
ぜ

b
れ

て
い
る
Q



間

FE--
℃・

8

訳
九

O
頁。

胸

パ

1
み

1
γ
は
、
智
理
者
白
成
立
を
、
単
位
組
織
。
結
合
に
よ
?
て
り
み
生
成
す
る
複
合
組
融
(
複
合
組
触
が
か
伽
る
構
造
を
と
る
の
は
、
組
織

僻
成
員
自
↑
相
互
の
意
思
自
伝
達
由
た
め
に
位
組
織
的
規
模
拡
限
b
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
)
に
お
い
て
、
書
単
位
組
職
問
自
伝
達
D
必
要
に

求
め
て
い
る
と
と
は
重
要
で
あ
る
(
。
℃

E
-
句
切

ZAP--5)。
し
た
が
づ
て
管
理
者
自
職
能
は
、
身
体
に
和
け
る
神
経
系
統
自
性
格
を
持
ち
、
人

体
を
維
持
す
る
た
め
に
は
存
在
す
る
が
、
人
体
を
管
理
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
い
わ
ば
肉
体
た
る
構
成
員
に
依
存

L
ワ
っ
そ
り
職
龍
を
果
す
も
り
と

な
る
(
昌

E
F
司
市
出
品
l
出
叶
)
。

ω
F
E
U
同MMH4
訳
二
=
一
三
頁
。

ー

同
バ
ー
ナ
ー
ド
は
第
七
章
で
民
間
す
る
組
織
田
理
論
、
し
た
が
ヲ
て
わ
れ
わ
れ
が

E
で
考
察
し
て
き
た
、
目
的
、
貢
献
意
欲
、
伝
達
を
め
「
る
人
間

[
 

正
組
織
の
基
本
関
係
四
考
察
は
複
雑
な
組
織
に
和
い
て
も
何
ら
り
修
正
を
要
せ
ず
貰
徹
す
る
左
特
に
強
調
し
て
い
る
(
。
H
Y

巳
F
E
M
E
-申目)。

同
十
草
「
専
門
化
白
基
盤
と
種
類
」
参
照
。

間
九
章
非
長
式
組
紐
」
り
項
参
問
。

同
何
回
げ
る
白
・
唱
・
】
M
E
u
i民
俗
説
一
七
七
頁
。

側
椅
威
(
権
限
)
り
か
か
る
性
格
か

b
L
て
、
「
格
限
系
列
」
(
客
観
的
権
威
体
系
)
白
保
持
白
た
め
に
要
請
さ
れ
る
と
と
民
、
個
人
に
受
容
さ
れ

う
る
ど
唱
と
き
条
件
を
請
し
た
桓
逮
(
す
な
わ
ち
偶
人
に
よ
ヲ
て
判
理
解
さ
れ
る
、
川
門
組
職
目
的
主
矛
盾
し
な
い
と
信
ザ
一

b
れ
る
、
同
個
人
目
利
害
と

両
立
し
ろ
る
と
信
ぜ

b
れ
る
、
向
精
神
的
・
肉
体
的
条
件
恥

b
し
て
伝
達
に
従
う
こ
と
を
可
能
な
与
し
め
る
)
を
溌
令
す
る
ζ

と
で
あ
り

(
4
E
f

P
5
8、
そ
白
ほ
か
に
「
地
位
白
権
威
」
官
民
ぎ
己
判
。
同
古
島
5
白
)
と
「
統
率
四
権
威
」

(
E
F
2
S
邑

Z
E
m
Z石
)
申
伴
う
ご
と
き
人
事
、
伝

達
者
へ
。
適
切
な
情
報
白
提
供
な
ど
が
必
要
と
な
る
(
②
旬
。
芹
}
唱
七
百
日
l
可
恥
)
。

倒

F
E
・
唱
司

Z
M
!
日
間
∞
訳
一
五
四

l
一
七

O
頁。

ω

F
位、司・同
V

・
回
出
回
目
凶
訳
二
四
七

l
二
四
九
頁
。
な
拘
十
=
一
章
「
決
定
。
環
境
」
十
四
章
「
欄
合
選
択
。
理
論
」
参
照
。

伺

H
V
E
・
噌
ロ
回
目
∞
凶
定
訳
二
七
六
三

O
凹
頁
@

倒
馬
場
、
「
経
営
学
白
到
達
点
と
向
後
四
進
路
」
(
経
演
評
論
、
三
十
一
年
二
月
分
)

川

開

国

-
F
O
B
F
口

SEa-也、
3
3
E
A
¥
守
主
義
室
内
】
c
g
J・:
T
U
M

個

人

と

組

識

第
七
十
九
巻

七
七

事
一
号

七
七



個

人
i

と

組

織

第
七
十
九
巻

七
八

第

争

七
ノl

バ
ー
ナ
ー
ド
理
論
の
検
討

(1) 

バ
ー
ナ
ー
ド
由
理
論
は
、
そ
の
特
異
性
心
放
に
検
討
さ
る
べ
き
多
〈
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
以
下
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ

れ
が
い
ま
指
摘
し
た
彼
の
理
論
の
基
本
的
特
質
、
す
た
わ
ち
個
人
の
主
体
的
参
加
に
上
ヲ
て
組
織
が
構
成
さ
れ
る
と
い
う
認
識
、
し
た

が
っ
て
そ
の
存
続
も
発
展
も
個
人
の
主
体
的
意
思
に
依
存
す
る
と
い
う
見
解
を
と
り
あ
げ
る
。
ア
し
の
点
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
バ

l
r
l

ド
と
反
対
の
見
解
を
と
る
者
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
バ
ー
ナ
ー
ド
の
見
解
が
、
通
常
の
も
の
と
異
る
点
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
最
近
白
文
献
か

b
若
干
を
え
ら
び
、
そ
己
て
は
個
人
が
組
織
と
の
関
連
か
ら
如
何
な
る
姿
J

し
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
を
概
観

し
て
み
よ
う
。

最
初
に
と
り
あ
げ
る
の
は
、
ポ
ー
ル
デ
ィ
ン

f

(
開
肘
出
。
巳
ハ
甘
口
問
)
の
U

辺、。、
h
G
器
N
Q
H
E宮
N
h
h
r
-
N
S
F
-
H
主
主

H
由
一
円
四
て
あ
る
。

彼
は
と
の
書
て
様
々
た
組
織
の
数
、
規
模
、
力
の
著
し
い
拾
頭
と
い
う
現
代
の
傾
向
を
「
組
織
革
命
」
(
白
向
島
E
E
E。
E
H
H
o
g
-
E
M
B
)

と
呼
応
γ

そ
の
原
因
中
影
響
を
検
討
す
る
。
彼
忙
よ
る
と
、
組
織
革
命
と
い
う
現
代
を
特
徴
ず
け
る
重
要
な
傾
向
を
生
ぜ
し
め
史
原
因

は
、
需
要
官
官
白
血
)
の
側
よ
り
も
む
し
ろ
供
給
宮
直
己
の
側
面
に
、
換
言
す
る
と
、
組
織
に
土
っ
て
満
古
れ
る
欲
求
に
よ
っ
て
い

工
り
も
、
組
織
化
を
促
進
せ
し
め
る
他
の
諾
力
に
求
む
べ
き
で
あ
る
と
し
で
、
次
の
諸
事
情
を
指
摘
す

hoω
輸
送
技
術
の
進
歩
、

ω

伝
達
技
術
の
進
歩
肋
組
織
技
術
の
進
歩
、

ω組
織
の
成
長
の
持
つ
魅
力
的
組
織
内
部
の
不
均
衡
白
是
一
止
た
ど
が
そ
れ
ぞ
あ
る
o

か

か
る
諸
事
情
に
よ
っ
て
急
速
に
、
ま
た
強
力
に
促
進
さ
れ
る
組
織
化
白
傾
向
が
、
経
済
生
活
の
面
に
も
、
ま
た
政
治
的
・
心
理
的
側

酉
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
深
刻
た
影
響
を
も
ら
し
、
伺
人
主
義
に
立
脚
す
る
従
来
の
観
念
で
は
解
さ
え
な
い
諸
問
題
全
提
起
し
て
い
る
事
情

を
一
般
的
に
論
じ
た
後
に
、
そ
¢
事
情
を
大
一

b
に
各
積
の
組
織
(
労
働
組
合
、
農
業
組
織
、
企
業
、
同
家
)
に
わ
た
っ
て
介
析
す
る
。



か
か
る
諸
考
察
の
展
開
に
b
h
て
わ
れ
わ
れ
が
注
目
し
た
け
れ
ぽ
た
ら
た
い
点
は
、
本
来
人
間
白
欲
求
や
目
的
に
よ
っ
て
生
じ
た
紅

織
が
、
組
織
化
を
促
進
一
す
る
諾
力
に
よ
っ
て
自
己
発
展
的
に
成
長
し
、

モ
白
結
果
組
織
問
の
抗
争
の
激
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
が
、

モ

れ
は
主
た
組
織
の
閏
円
維
持
の
必
要
性
か
ら
人
聞
を
組
織
に
強
制
的
に
従
属
せ
し
め
る
に
至
る
と
論
じ
、

「
人
間
生
活
の
政
治
化
」

(
唱
。

H
E
E
N
E向
。
『

r
z
E
S
P
H
M守
)
の
傾
向
が
警
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
次
に
多
少
と
も
弁
向
を
か
え
て
、
組
織
を
構
成
す
る
特
定
層
の
人
々
心
現
代
に
治
け
る
姿
を
と

b
人
上
う
と
す
る
ミ
ル

司
、
夜
、
町
内
、
h
h
a
J
s
a
を
み
よ
う
。
彼
は
己
の
書
k
b
h
て
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
新
し
い

申
産
階
級
が
古
い
中
産
階
級
に
代
っ
て
拾
頭
し
て
き
た
事
情
昔
、
社
会
経
済
の
推
移
、
発
展
と
の
関
連
か
ら
検
討
し
、
己
の
階
級
の
生

活
態
様
と
社
会
的
・
政
治
的
役
割
を
介
析
し
て
い
る
。
ず
在
わ
ち
彼
に
よ
る
と
、
新
日
両
中
産
階
級
白
交
代
の
原
因
を
、
資
本
主
義
の

発
展
に
伴
っ
て
進
行
し
た
財
産
の
集
中
に
よ
る
古
門
い
中
産
階
級
白
後
退
L
U

、
か
か
る
集
中
仰
さ
れ
た
財
産
の
管
理
に
従
事
す
る
新
し
い

職
業
階
層
を
充
当
す
る
人
々
白
増
加
と
い
う
社
会
経
済
的
動
向
に
求
め
る
。
九
日
く
し
て
拾
頭
し

τき
た
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
階
級
は
、

1
2
4司
冨
去
る
む

財
産
白
能
率
的
管
理
由
必
要
か
ら
形
成
さ
み
が
る
官
僚
機
構
(
宮
同

E
日
R
ち
の
明
突
の
担
当
者
と
宏
り
一
、
午
心
臓
能
白
特
殊
性
の
た
め

に
労
働
者
階
級
キ
現
場
作
業
者
と
は
具
る
地
位
を
占
め
る
と
と
と
た
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
生
活
態
様
キ
社
会
的
・
政
治
的
佼
割
は
、

か
か
る
官
僚
機
構
の
中
に
お
け
る
彼
等
白
特
殊
な
地
位
と
D
関
連
か

b
理
解
さ
れ
ね
ば
な
b
な
い
。
ミ
ル
ズ
は
、
生
活
態
様
を
仕
事

(
呈
臼
昨
)
、
地
位
向
粋
巳
E
)、
成
功
(
自
の
語
詔
)
の
一
一
一
点
に
つ
い
て
介
析
す
ら
。
す
た
わ
ち
仕
事
に
つ
い
て
は
、
モ
れ
が
職
能
分
化
の
合
理

的
組
織
た
る
官
僚
機
構
の
中
て
遂
行
さ
れ
る
限
り
、
彼
等
に
と
っ
て
仕
事
自
体
は
何
b
意
義
を
持
た
ず
、
む
し
ろ
職
務
に
伴
う
所
得
、

F

地
位
、
権
力
が
重
要
と
な
り
、
味
気
な
い
ド
仕
事
か
ら
白
逃
避
と
し
て

E
E
O
が
登
場
し
て
く
る
己
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
主
た
彼
等
白

地
位
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職
能
白
特
殊
性
か
ら
し
て
少
な
く
と
も
労
働
者
志
い
し
現
場
作
業
員

r対
し
て
多
少
と
も
優
越
し
た
も
の
と

個

人

と

組

織

第
七
十
九
巻

七
九

第

号

七
九



個
人
と
組
織

第
七
十
九
巻

ノ、。
第
一
号

ノ丈。

考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

1
層
の
拡
大
中
事
務
白
機
械
佑
の
進
行
な
ど
の
事
情
に
伴
う
地
位
の
低
下
と
、
組
合
の

一
カ
な
ど
に
よ
る
労
働
者
な
い
し
現
場
作
業
員
白
地
位
の
向
上
と
が
次
第
に
両
者
白
差
を
少
友
く
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
彼
等
は
地
位

の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
他
心
は
け
口
の
追
求
に
か
り
た
て
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
教
育
水
準
が
官
僚
的
階
層
内
て
の
一
地
位
向
T
昇
進
を
保

証
し
た
限
り
で
は
、
い
わ
ゆ
る
成
功
の
余
地
も
大
き
か
っ
た
が
、
一
般
的
な
教
育
水
準
の
向
上
と
職
務
内
容
の
変
佑
は
次
第
に
か
か
る

保
証
の
余
地
を
狭
め
つ
つ
あ
る
。
か
か
る
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
層
の
人
々
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
諸
兆
候
白
存
在
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
彼
等
の
沿
か
れ
℃
い
る
微
妙
な
立
場
の
た
め
、
独
自
た
力
を
持
つ
階
級
へ
も
発
展
し
え
れ
、
し
た
が
っ

τそ
の
社
会
的
・
政
治
的

役
割
に
つ
い

τは
、
廃
史
的
変
化
の
立
役
者
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
後
衛
的
意
義
主
持
つ
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。

以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
ポ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
と
ミ
ル
ズ
の
所
説
を
通
し
て
、
個
人
が
組
織
と
の
関
連
か
ら
如
何
な
る
姿
て
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
か
を
概
観
し
た
。
も
と
よ
り
こ
れ

b
の
所
説
は
扱
う
論
点
に
沿
い
て
互
に
具
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
現
代
に
ゐ
け

る
個
人
と
組
織
白
問
題
を
措
く
点
て
は
共
通
心
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
モ
れ
は
個
人
や
人
聞
が
組
織
に
対
し
て
主
体
的
意
思
の
行
使
者

と
し
て
は
と
ら
え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
考
察
し
て
き
た
ご
と
き
社
会
経
済
の
動
向
や
組
織
内
外
の
諸
刀
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
、
し
た
が
っ

τ個
h

〈
の
自
由
在
意
思
の
行
使
も
非
常
に
制
約
さ
れ
た
も
の
と
し
て
と

b
え
b
れ
て

b
p、
バ
ー
ナ
ー
ド
の
見
解
と
は
著
し
く
対
照
的

で
あ
る
己
と
が
注
目
さ
れ
る
。

(4) (3) (2) (1) 

馬
場
、
前
掲
稿
、
一
二

l
一
七
頁
。

阿
国
切
。
戸
戸
g
m
-
M
3旨
。
、
h
Q
W
N
N
詰

E
E
N
旬、

E
P
E
s
-
呂
田
u
k
f
H
V
旬

?
A
H

FE--
℃
宮
戸
∞
!
日
M

同
げ
目
白
.
、
切
・
唱
-
U
M
l
g



同

H
E
P
-
h
v
明
君
I
M
E

ゆ
口
・
宅
百
]
F
s
d君、

B
P
3
忌
MMU
句

唱

同

日

i
日
目

的

H
Z
F
カ

p
g
d
J
3

同
町

Epu句
切

M
H
T
M
∞。

仙

川

同

za--司
明
日
。
恥
l
回
目
曲

川
間

H
E
P
-
唱

七

日

明

司

il四
日
酔四

バ
ー
ナ
ー

F
理
論
の
検
討

(2) 

前
述
て
明
b
か
な
る
ご
と
く
、
パ
ナ
l
F
D
理
論
に
お
け
る
個
人
と
組
織
の
関
係
の
理
解
は
、
ポ
ー
ル
デ
ィ
Y
グ
や
ミ
ル
ズ
が
と

ら
え
て
い
る
モ
れ
と
は
著
し
く
対
照
的
て
あ
づ
た
。
然
ら
ぽ
果
し
て
パ
ナ

1
F
は
、
組
織
と
白
関
連
か
ら
個
人
が
常
に
主
休
的
に
行

動
し
ろ
る
面
の
み
に
注
目
し
、
モ
れ
を
制
約
す
る
諸
事
情
キ
誇
力
を
全
く
無
視
す
る
の
か
否
か
P

す
る
と
、
彼
の
理
論
の
基
本
的
特
質
陀
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
理
解
と
の
関
係
は
如
何
?

会
一
く
無
視
す
る
も
の
て
は
な
い
と

ま
た
人
間
と
組
織
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

バ
ー
ナ
ー
ド
の
理
解
が
、
ポ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
や
ミ
ル
ズ
の
と
ら
え
る
も
の
と
著
し
く
対
照
的
な
の
は
何
に
原
因
す
る
の
か
?
の
諸
点

が
検
討
さ
れ
壮
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
バ
ー
ナ
ー
下
の
理
論
を
如
何
に
評
価
す
べ
き
か
に
つ
い
て
む
若
干
の
論
及

が
残
き
れ
汗
問
顛
と
た
る
。

バ
l
ナ
ド
が
個
人
な
い
し
人
聞
の
正
し
い
理
解
の
上
に
立
っ
て
、
そ
の
理
論
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
己
と
は
、
既
に
彼
白
理

論
白
概
要
テ
考
察
し
た
際
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
一
て
彼
が
個
人
を
組
織
と
白
関
連
か

b
、
常
に
自
由
な
意
思
の
行
使

者
、
挽
一
言
す
れ
ぽ
完
全
左
京
味
て
の
主
体
的
苧
在
と
い
う
点
の
み
に
不
注
意
陀
も
眼
を
注
ぐ
は
ず
も
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
を
裏
付
け
る

個

人

と

組

職

帝
七
十
九
巻

ノ¥
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一
号
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個
人
と
組
織

第
七
十
九
巻

A 

第i

号

ノ1

諸
論
点
も
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
彼
白
理
論
展
開
D
基
本
的
公
準
で
あ
る
人
聞
の
特
性
を
説
明
す
る
際
に
、
人
聞
の
選
択
カ
に
限

p

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
亡
い
る
し
(
本
稿
丘
一
頁
参
照
)
、
選
択
カ
の
自
由
な
行
使
む
誇
張
を
厳
に
い
ま
し
め
て
も
い

b
o
ま
た
人
聞
を
組

織
へ
誘
引
す
る
に
際
し
℃
も
、
「
誘
因
」
と
い
う
主
体
的
選
択
要
因
の
提
供
以
外
に
、
そ
の
人
の
心
的
状
態
を
改
変
さ
せ
る
芳
法
で
あ
る

「
説
得
」
が
用
い
ら
れ
、
こ
れ
が
佃
人
白
動
機
を
規
制
ナ
る
こ
と
も
指
摘
し
亡
い
ん
。
ま
た
人
間
の
本
能
て
あ
る
「
社
会
的
統
合
感
」

(5自
色

E
白
色
臣
官
官
三
へ
の
論
及
は
、
人
聞
の
意
識
的
・
主
体
的
選
択
行
動
が
、
無
意
識
的
、
本
能
的
な
要
因
の
作
用
に
よ

っ
て
、
規
制
さ
れ
る
も
白
て
ァ
あ
る
に
と
に
意
主
用
い
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
さ
ら
に
人
聞
の
組
織
へ
の
参
加
は
、
一
般
に
個
人
的
行
動

の
自
由
白
放
棄
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
個
人
的
人
格
(
阿
佐
正

E
J日
S
Eさ
に
対
す
る
組
織
人
格

(
a
m
S
E
E
g
z
s
z
g

の
支
配
を
意
味
す
た
的
。
そ
の
上
、
組
織
内
に
お
い
て
は
、
団
体
意
和
平
組
織
一
単
一
勘
が
モ
れ
ぞ
れ
非
公
式
的
、
会
式
的
制
裁
を
伴
つ
℃
個

人
の
主
体
的
行
動
を
拘
束
す
る
己
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

然
ら
ば
わ
れ
わ
れ
が
、
前
に
彼
白
理
論
の
基
本
的
特
質
を
、
組
織
と
の
関
連
に
お
け
る
個
人
の
主
休
性
の
認
識
に
見
出
し
た
己
と
は

誤
り
で
あ
っ
た
の
か
?

ム
マ
指
摘
し
た
芦
論
点
と
の
関
係
を
如
何
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
?

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
ナ
ー
F

に
よ
る
こ
れ
ら
の
諸
点
の
指
摘
に
も
か
か
わ
b
ず
、
そ
の
理
論
を
貰
く
碁
本
的
思
考
に
お
い
て
は
夜
ら
ず
、

hv
ぜ
ん
と
し
て
人
間
と
組

織
と
白
関
係
昔
、
個
人
の
主
体
的
意
思
の
行
使
白
認
識
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
る
と
い
う
己
と
が
て
き
る
。
例
え
ば
、
人
間
心
選
択
力

の
制
約
と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
白
方
向
へ
の
選
択
カ
の
継
続
的
行
使
に
よ
っ
て
、
究
極
に
は
人
間
を
と
り
ま
く
環
境
的

諸
要
因
を
大
い
に
変
え
う
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
弘
o

ま
た
「
誘
因
」
に
対
す
る
「
説
得
」
の
行
使
の
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
説

得
」
を
「
誘
因
」
に
対
し
て
補
助
的
な
も
の
と
考
え
、
究
極
に
は
「
誘
因
」
に
よ
っ
て
の
み
組
織
の
均
衡
が
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し

τい
あ
。
さ
ら
に
人
聞
の
組
織
へ
の
参
加
に
よ
る
組
織
人
格
の
支
配
に
づ
い
て
も
、
組
織
へ
の
参
加
の
結
出
端
、
常
に
組
織



、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、

人
格
が
支
配
す
る
こ
と
を
い
う
の
て
は
な
く
、
組
織
へ

ω参
加
の
後
に
も
、
個
人
的
人
格
と
組
織
人
格
と
は
常
に
並
存
す
る
ζ

と
を
強

調
し
て
い
る
。
か
か
る
思
考
古
裏
付
け
る
箇
所
は
彼
の
論
述

ω各
所
に
見
出
せ
る
し
、
ま
た
か
か
る
思
考
こ
そ
パ
ナ

1
F
白
組
織
観

を
特
徴
ず
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
モ
の
中
て
も
組
織
の
守
続
に
と
り
て
基
本
的
に
豆
要
な
権
威
(
権
限
)
に
つ
い
て
伎
は
次
の
ご
と
く
説

明
ず
る
D

権
威
(
桔
限
)
が
前
述
の
ご
と
く
文
字
通
り
に
個
人
目
受
容
に
よ
っ

τ生
ず
る
も
の
と
す
る
と
、
組
織
の
存
続
は
非
常
に
不
安

「
無
関
心
圏
」

(
E
p
o
o
rロ
島

F
E
E
O〕
白
作

「
団
体
意
識
」

(
E
E
Eロ
E
一
目
白
呂
〕
や
組
織
準
則
が
非
公
式
的
、
公
式
的
に
と
れ
を
支
え
、
客
観
的
な
権

限
系
列
、
す
な
わ
ち
上
位
権
威
の
仮
構
を
構
成
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
一
あ
く
ま
で
仮
構
て
あ
り
、
権
威
白
決
定
権
が
個
人
の
千
中

に
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
こ
と
を
、
真

ω統
率
の
意
味
(
P
H
4

ゆ
)
、
個
人
に
対
す
る
組
織
観
の
養
成
の
必
要
な
M
M
Z
E
田
)
な
ど
て

説
明
し
た
後
に
(
な
お
「
管
理
責
任
時
本
質
」
自
噴
本
稿
五
回
、
i
五
五
頁
参
照
)
、
人
々
が
受
容
で
き
な
い
権
威
の
強
制
に
対
し
て
、
死
に
よ

っ
て
答
え
る
場
合
す

b
あ
る
こ
と
を
も
指
摘
し
て
い
司
令
し
た
が
コ
て
バ
ー
ナ
ー
下
は
、
一
決
し
て
佃
人
白
、
組
織
に
対
す
る
主
体
的
行

動
干
自
由
意
思
の
表
明
が
諸
積
の
事
情
か
ら
制
約
さ
れ
る
事
情
に
限
を
お
お
う
も
の
で
は
た
い
が
、
究
極
的
基
本
的
に
は
個
人
を
組
織

と
対
立
関
係
に
む
き
、
主
体
的
意
思
の
表
明
者
、
行
使
者
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
の

定
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
た
い
。
か
か
る
事
態

ω発
生
を
防
ぐ
も
の
が
い
わ
ゆ
る

用
て
あ
り
(
駐
紛
参
照
)
、

最
後
に
か
か
る
個
人
と
組
織
の
関
係
に
つ
い
て
の
バ
ー
ナ
ー

F
白
見
解
が
、
ポ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
や
ミ
ル
ズ
む
論
述
に
み
ら
れ
た
ご
と

ま
た
か
か
る
パ

l
ブ

l
F
の
理
論
を
わ
れ
わ
れ
は
如
何
に
評
価
ナ
ベ
き

か
が
問
題
と
な
る
。
ま
ず
か
か
る
見
解
白
差
異
に
つ
い
て
は
種
々
の
原
因
1
例
え
ば
組
織
の
概
念
が
通
常
の
そ
れ
と
は
異
る
と
か
、
問

題
領
域
が
主
と
し
て
組
織
内
部
に
限
b
れ
て
い
る
と

h
ー
が
あ
げ
b
れ
よ
う
が
、
基
本
的
に
は
個
人
と
組
織
の
関
係
を
、
バ
ー
ナ
ー

F

が
歴
史
的
過
程
の
組
上
て
と

b
え
℃
い
な
い
こ
と
に
求
め

b
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
パ

I
Y
1
F
に
も
明
確
た
理
由
が
あ

き
状
態
と
著
し
い
対
照
を
な
す
の
は
何
に
原
因
す
る
の
か
?

個

人

と

組

融

第
七
十
九
巻
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一
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第

一

号

八

回

っ
た
。
そ
れ
は
既
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
本
書
に
お
い
て
彼
は
管
理
者
白
職
能
と
は
何
か
を
考
え
る
目
的
て
、
組
織
の
本
質
量
究
明
し

よ
う
と
し
た
ロ
モ
む
た
め
の
基
礎
と
な
っ
た
心
は
彼
の
豊
富
な
経
験
f
あ
る
。
彼
は
経
験
を
通
し
て
あ
ら
ゆ
る
組
織
陀
共
通
友
側
面
の

あ
る
己
と
を
認
め
た
。
モ
れ
は
何
か
?
人
々
の
意
識
的
な
協
働
と
い
う
事
宍
て
あ
る
。
か
か
る
認
識
に
立
っ
て
従
来
の
組
織
に
関
す

個

人

と

組

撒

第
七
十
尤
巻

j、
四

る
論
述
を
見
る
と
、
様
々
な
仮
構
キ
幻
想
(
例
え
ば
楠
威
の
規
定
申
経
明
日
人
的
前
提
な
ど
に
基
〈
)
に
阻
ま
れ
て
、
意
識
的
協
働
活
動
と
い
う
、

あ
b
ゆ
る
組
織
に
共
通
社
事
実
に
迫
り
え
た
い
て
い
る
。
か
く
し
亡
彼
は
こ
れ
ら
の
仮
帯
平
幻
想
白
基
礎
を
な
し
て
い
る
諾
前
提
を
し

り
ぞ
け
、
政
治
、
法
律
、
経
済
、
準
機
械
の
諾
体
系
に
対
立
す
る
意
味
の
社
会
体
系
、
す
な
わ
ち
人
々
の
活
動
中
誇
力
の
意
識
的
に
統

括
さ
れ
た
体
系
の
中
氏
組
織
的
本
質
(
本
稿
二
節
註
朗
参
照
)
を
求
め
る
こ
と
L

仁
な
ヮ
た
。

わ
れ
わ
れ
も
組
織
活
動
の
内
面
に
限
を
向
け
る
時
、
バ
ー
ナ
ー
ド
の
指
摘
す
る
ご
と
く
、
通
常
白
権
限
に
つ
い
亡
の
理
解
ヤ
経
済
人

的
前
提
の
妥
当
し
な
い
場
合
白
少
く
友
W

こ
と
に
気
付
く
。
す
な
わ
ち
法
律
ヤ
規
則
、
さ
ら
に
は
組
織
機
構
が
そ
り
ま
ま
組
織
の
本
質

を
あ
ら
わ
す
も
の
て
は
止
な
い
し
、
経
済
人
が
組
織
を
構
成
し
て
い
る
も
白
ゼ
も
な
H
E
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
別
の
機
会
に
指
摘
し
と
き

た
し
、
考
察
も
し
て
空
た
。
し
た
が
っ
て
彼
が
従
来
の
組
織
概
念
宮
規
定
し
て
い
た
諸
前
提
を
し
り
ど
け
て
、
社
会
体
系
、
す
怠
わ
ち

人
々
の
意
識
的
協
働
体
系
に
組
織
の
本
質
を
見
出
し
た
こ
と
は
卓
見
と
い
わ
ね
ば
な

b
ず
、
か
か
る
観
点
か

b
、
豊
富
な
経
験
に
基
き
、

従
来
に
み
b
れ
ぬ
す
ぐ
れ
た
分
析
要
具
を
駆
使
し

τ展
開
す
る
、
組
織
活
動
へ
の
鋭
い
観
察
に
は
学
ぶ
べ
き
点
が
非
常
に
多
加
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
彼
が
か
か
る
組
織
の
本
質
の
把
撞
陀
基
い
て
展
開
す
る
自
b
の
理
論
セ
単
に
理
論
白
世
界
に
止
b
せ
ず
に
、
モ

の
意
義
を
実
践
白
世
界
に
求
柏
、
検
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
陀
注
閏
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
り
己
と
は
彼
の
本
番
目
意
図
に

お
い
て
も
明
ら
か
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ

b
に
彼
は
組
織
の
概
念
規
定
の
後
に
、
「
組
織
に
関
す
る
か
か
る
概
念
規
定
を
最
終
的
に

テ
ス
ト
す
る
も
の
は
、
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
白
協
働
の
意
識
的
促
進
や
操
作
を
、
よ
り
有
効
な
も
り
と
で
き
る
か
否
か
、



す
な
わ
ち
そ
の
一
一
な
か
に
含
ま
れ
る
有
能
な
人
々
の
将
来

ω能
力
白
増
大
す
る
か
否
か
に
あ
る
〕
と
し
、
ま
た
結
論
に
b
w
て
「
小
論
に

意
義
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
社
会
現
象
全
体

ωあ
る
が
ま
ま
の
姿
に
そ
れ
が
適
応
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
で
あ
ろ

L
と
述
べ
て
い
る
。
か
か
る
観
点
か

b
モ

ω理
論
を
み
る
と
、
人
間
と
組
織
の
関
係
主
、
モ
れ
が
治
か
れ
て
い
る
歴
史
的
過
程
主

上
て
と

b
え
b
れ
え
な
い
た
め
に
分
析

ω不
充
分
さ
の
見
ら
れ
る
り
は
争
え
な
い
。
例
え
ば
彼
は
個
人
と
組
織
の
関
係
を
と

b
え
る
前

提
と
し
て
、
個
人
の
分
散
的
傾
向
を
し
ば
し
ば
強
調
す
る
。
し
か
し
モ
白
反
面
と
し
て
、
集
団
化
組
織
化
の
動
向
顕
著
な
、
ま
た
組
織

の
自
己
発
展
的
注
力
を
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
、
b
ず
認
め
ざ
る
を
え
な
い
今
日
に
お
い
て
、
「
甲
羅
の
な
い
蟹
」
(
回
日
忌

S
F

。
己
同
E
m
F
O
]
戸
)
が
如
何
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
何
故
思
い
を
め
ぐ
ら
昔
た
い
の
か
?
ま
た
「
説
得
」
よ

P
「
誘
凶
」
白
方
が
、
個
人

白
組
織
へ
の
主
体
的
参
加
に
と
っ
て
基
本
的
取
も

ω
に
違
い
な
い
。
し
か
し
現
代
社
会
白
急
速
た
変
化
キ
組
織
に
よ
る
誘
因
提
供
が
限

ら
れ
る
己
と
由
た
め
に
、
説
得
の
働
く
余
地
が
大
き
く
た
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
殺
が
協
働
に
好
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
拒
否
す

る
「
経
済
的
強
制
一
の
無
視
し
え
な
い
事
情
に
何
故
大
き
た
関
心
主
示
さ
な
い
の
か
?
ま
た
組
織
に
お
け
る
個
人
的
人
格
と
組
織
人

格
白
並
存
を
指
摘
す
る
己
と
は
卓
見
て
あ
る
。
し
か
し
官
僚
機
構
山
一
般
化
と
と
も
に
、
権
力
の
努
極
白
行
使
形
態
た
る
強
制
が
、
多

少
と
も
自
発
的
服
従
を
含
む
権
威
へ
の
依
存
か
ら
、

る
事
情
の
も
と
色

ω
個
人
的
人
格

ω発
現
、

限
に
見
え
な
い
非
人
間
的
な
巧
妙
な
操
縦
(
自
民
己
宮

F
Z
S
)
忙
変
り
つ
つ
あ

例
え
ば
個
人
に
よ
る
権
威
(
権
限
)
の
決
定
が
、

如
何
な
る
影
響
を
受
け
る
か
に
つ
い
て

「
人
間
行
動
を
普
遍
的
た
諸
刀

加

の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
説
明
し
、
個
人
を
た
ん
に
受
動
的
な
も
心
と
み
な
し
、
選
択
や
意
思
の
問
由
主
否
定
し
、
組
織
と
集
団
、
土
義
」
の

は
何
故
分
析
を
試
み
よ
う
と
は
し
な
い
白
か
?
の
諸
疑
問
が
生
じ
て
〈
る
。
も
と
よ
り
こ
の
乙
と
は
、

立
場
か

b
の
み
個
人
と
組
織

ω関
係
全
考
察
す
べ
き
だ
と
い
う
己
と
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
こ
指
摘
で
さ
る
こ
と
は
、
個
人
と

組
織
の
問
題
昔
、
気
極
的
基
本
的
に
個
人
の
主
体
的
意
思
に
還
元
し
て
理
解
す
る
ま
で
に
、
な
さ
る
べ
き
こ
と
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ

個

人

と

組

曲

第
七
十
九
巻

ノ司、

五

第

一号

F¥ 

五



個

人

と

組

職

第
七
十
九
藩

-t
、一、
f
Jノ

第

号

八
六

れ
は
庵
史
的
制
度
的
一
般
動
向
の
視
角
か

b
個
人
と
組
織
の
問
題
セ
再
度
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な

b
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

白
意
味
て
ポ
ー
ル
デ
ン
グ
キ
ミ
ル
ス
に
友
ど
に
主
ッ
て
と
ら
え
ら
れ

τい
る
諸
事
情
も
パ
ナ

l
ド
の
分
析
U
巾
に
生
か
さ
る
べ
き
と

い
え
よ
う
。
と
う
い
う
の
は
、
多
く
の
仮
構

ω上
に
構
成
さ
れ
て
い
る
現
実
が
、
彼
の
と
ら
え
た
組
織
白
木
質
と
か
な
り
の
距
陣
主
持

つ
と
い
う
理
由
か

b
、
彼
の
理
論
を
斥
け
る
の
で
は
友
い
。
彼
が
個
人

ω意
識
的
協
働
山
中
江
組
織
の
本
質
を
と

b
土
、
し
た
が
フ
て

個
人
の
発
展
に
よ
っ
て
組
織
の
発
展
を
は
か
る
己
と
に
、
管
理
職
能
の
本
質
を
見
出
モ
う
と
す
る
り
た
ら
、
個
人
が
組
織
と
歴
史
的
制

度
的
陀
規
制
さ
れ
て
い
る
姿
に
一
層
白
検
討
を
加
え
る
余
地
が
残
さ
れ
℃
い
る
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
点
な
の
で
あ
る
。

自
由
意
思
と
運
命
論
と
い
う
古
く
さ
い
問
題
は
、
現
実
の
協
働
の
場
た
る
組
織
に
も
あ
る
。
し
か
し
己

ω
解
決
士
、
究
極
的
に
個
人
心

意
思
に
、
ま
た
信
念
に
解
消
し
尽
す
ま
て
に
、
個
人
の
治
か
れ
て
い
る
制
度
的
環
境
や
モ
の
動
向
と
の
関
連
、
し
た
が
っ
て
影
響
が
検

討
古
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ω
「
何
人
由
選
択
力

T々
自
意
時
を
誇
張
す
る
と
と
は
、
あ
る
揚
合
に
は
た
ん
に
誤
解
田
原
因
と
な
る
白
4
で
な
く
、
間
違
っ
た
む
だ
な
努
力
白
原

因
と
も
な
る
」
と
と
を
指
摘
し
、
選
択
力
。
制
約
。
原
因
を
、
人
同
が
本
来
、
物
的
・
生
物
的
・
社
会
的
要
因
か

b
た
る
た
め
、
当
然
そ
札
b
D
要

因
白
作
用
を
受
け
る
乙
と
な
ど
に
求
め
て
い
ゐ
(
。
下

nF]V・
5
)。

ω
「
誘
凶
1
7

に
は
、
同
物
質
的
誘
国
間
個
人
的
・
非
物
質
的
構
会
川
好
ま
し
い
物
的
条
件
同
理
想
自
恩
典
例
社
会
接
触
よ
白
魅
力

mw状

況
が
慣
行
持
よ
び
慣
習
的
態
度

r
適
合
す
る
乙
と

ω一
周
ひ
ろ
〈
参
加
し
う
る
と
い
う
機
会
向
心
的
長
沈
甲
状
態
な
ど
が
合
ま
れ
、
「
説
得
」

に
は
、
制
強
制
的
状
態
白
創
出
例
措
告
白
合
理
伯
仲
動
機
の
教
導
が
合
ま
れ
る
(
毛
口
「
司
七
-
E
M
5
3
0
一
般
に
「
説
得
」
忙
よ
る
誘
引

は
、
個
人
自
動
機
に
基
く
主
体
的
選
択
態
度
を
、
何
b
か
由
強
制
、
特
定
の
誘
困
白
価
値
を
何
ら
か
の
方
法
に
ま
つ
で
正
当
化
す
る
と
と
、
教
育
、

宣
伝
な
ど
り
方
法
で
変
更
さ
せ
る
性
格
を
持
b
、
個
人
を
め
紗
h
u
h
v
v
や
併
と
し
て
取
扱
う
意
味
を
持
ワ
自
に
対
し
て
、
「
誘
悶
」
の
提
供
に
よ
る

誘
引
は
偶
人
を
む
し
ろ
欲
求
を
満
た
す
主
体
と
し
て

(
4
2
r
-
v
ち
)
車
扱
う
も
白
と
考
え
b
れ
る
。

ω
非
公
式
組
柚
の
諸
結
果
を
論
ず
る
標
に
、
個
人
申
本
質
的
欲
求
は
共
同
(
忠
君
。
耳
目
自
)
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
い
か
止
る
犠
牲
を
は
ち
づ
て
も
、



人
々
と
白
結
合
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
(
社
会
的
統
合
感
)
を
指
摘
し
て
い
る
(
唱
。
民
・
・

?
=
3
0

ω

F
戸
・
匂
・

2
訳
九
二
頁
。

切

H
E
P
-
-
v
-
E
4・
岳

aHV
面
白
訳
一
人
頁
、
九
六
頁
。

同
判
バ
ー
ナ
ー
ド
は
組
織
に
お
け
る
格
限
(
権
威
)
が
個
人
の
受
容
に
よ
る
左
考
え
る
こ
と
は
前
に
指
摘
し
た
が
(
本
稿
二
節
、
註
側
参
照
)
、
然

ιば

永
続
的
な
協
働
は
如
何
に
し
て
可
詔
と
な
る
か
が
問
題
と
な
る
。

ζ

れ
に
対
し
て
例
指
令
さ
れ
る
伝
達
や
命
令
が
個
人
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
る
条

件
(
本
稿
二
節
、
註
側
参
照
)

k
一
致
す
る
。
例
個
人
に
は
権
限
白
有
無
を
反
問
す
る
こ
と
な
〈
受
容
す
る
無
関
心
闘
が
あ
る
同
組
曲
に
和
け
る

集
団
行
動
位
、
個
人
D
行
動
を
規
制

L
、
と
り
無
関
心
闘
を
安
定
的
な
も
?
と
す
る
、
白
三
理
由
を
あ
げ
る
。
と
と
に
い
う
団
体
意
識
は
叫
に
関
係

す
る
。

m
F
E
-
-
句匂・

M
g
i
l
回
忌
訳
二
八
九
頁
。

ω

F
包
品
℃
民
訳
一
七
頁
。

川
四
回
「
戸

u
H
Y
P
E由i
]
自
由
。
二

g
訳
一
六
一
ー
ー
一
六
九
頁
、
一
七
一
頁
。

ω
F
E
-
-
M
V
E
訳
一
八
一
九
頁
。

ω
百
戸

L
V
H
Z
訳
一
九
八
頁
。

間
バ
ー
ナ
ー
ド
申
組
織
田
規
定
に
づ
い
て
は
、
本
稿
二
節
註
問
委
照
。
す
な
わ
ち
組
織
り
構
成
員
は
い
わ
ゆ
る
従
業
員
o

h
で
な
〈
、
経
営
組
織
在

例
に
と
る
と
、
消
費
者
中
取
引
先
や
投
資
家
も
合
ま
れ
る
(
岳

n
F・
匂
目
コ
)
か
ら
、
そ
り
場
合
に
は
個
人
と
組
織
の
関
係
は
か
な
り
男
ワ
た
も
白

と
な
る
。
し
か
し
構
成
員
に
つ
い
て
回
か
か
る
規
定
は
、
そ
白
後
り
理
論
展
開
白
中
で
は
必
ず
し
も
一
貫
し
て
明
確
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
0

2

1

プ
ラ
シ
ド
(
昌
・
吋
・
口

4
E
E
)
目
前
掲
論
文
も
乙
甲
点
在
指
摘
し
て
い
る
(
守
官
]
自
P
唱
-
E
T
予
同
閉
山
)
。

側

凶

Fa---HV・
0

訳
六
頁
。

ω
拙
稿
「
企
業
に
お
け
る
官
僚
主
義
」

附

田

昇

-
V
2
訳
八
一
頁
。

間

HVE目
、
句
・
巴
凶
訳
三
二
一
頁
。

(
R
R
四
巻
一
一
号
)
、
「
人
間
関
体
論
を
め
「
る
一
考
察
」

(
経
済
論
叢

七
二
巻
一
号
)
。

個

A

K
組

織

持
七
十
九
巻

j、
七

第
一
予

ノ、
七



個

人

と

組

織

第
七
十
九
巻

i¥ 
i¥ 

第

号

ノ1、
λ 

倒

F
E
E
E
F
4・
E
Z
司

-
v
?
5
2・
悶
H
l∞
凶

同

開

同

U
H
P
E》
お

ι∞
唱
・
一
下
回
。
∞
I
M
H
f
昌
弘
F

4・
2
f
p
口

同

V
P
E
P
S∞
市
七
月
千
回
虫

側

冒

芭

r
。旬。

F
目下旬・=。
l
H
巴

同

州

国

ρ
目提門戸・

4
・
2
F
V
M
H

訳
一
二
三
且
。

制
個
人
。
発
展
に
よ
る
組
織
り
発
股
と
い
う
思
考
位
、
彼
。
別
審
、
。
、

h
E
R
N
E
-見
客
員
宣
言
、

H
E
D中
に
も
明
白
に
見
b
れ
る
。
そ

己
で
は
団
体
交
渉
主
集
合
的
協
働
令
色
白
民
話
。
E
官
民
営
自
)
・
と
を
比
較
し
、
後
者
と
ぞ
従
業
員
四
真
由
発
展
を
意
味
す
る
も
町
一
と
い
う
(
。

-vor

-v

司・
α
1回
目
)
。

玉
、
む

す

て五

わ
れ
わ
れ
は
最
近
の
経
営
学
界
白
基
本
的
動
向
と
白
関
連
か

b
、

パ
1
ナ
ド
の
理
論
を

そ
の
主
著
、

同

a
t
h号
、
足
、
吉
弘

忠
、
同
号
話
、
守
、
に
則
し
て
と
り
あ
げ
、
理
論
の
概
要
を
招
介
し
つ
つ
そ
の
基
本
的
特
質
主
、
個
人
と
組
織
の
関
係
の
理
解
白
中
に
見

出
し
、
バ
ー
ナ
ー

F
D
理
解
と
対
照
的
た
若
干
の
見
解
を
顧
み
つ
つ
、
バ
ー
ナ
ー
ド
の
理
論
自
体
白
中
て
補
完
さ
る
べ
き
点
に
論
及
し

亡
き
た
。

組
織
活
動
と
い
う
複
雑
左
内
容
を
扱
悼
、
精
同
制
な
分
析
を
試
み
亡
い
る
バ
ー
ナ
ー

F
D
理
論
に
、
木
精
て
試
み
た
ご
と
き
粗
削
り
な

方
法
て
接
近

F
る
こ
と
は
か
な
り
の
冒
険
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
多
〈
白
問
題
を
含
む
彼
の
理
論
に
は
他
に
と
り
あ
げ
方
も
あ
ろ

う
。
し
か
し
あ
え
て
本
稿
の
ご
と
き
方
法
主
と
っ
た
の
は
、
「
細
目
白
検
討
よ
り
も
、
む
し
ろ
か
か
る
概
念
構
成
が
一
般
経
験
台
よ
び

社
会
的
知
識
全
般
に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
め
る
己
と
」

(
F
E己
吾

-su
司
・
巴
叫
)
が
そ
の
理
論
心
性
格
上
か

b
も
当
然
要

請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
絞
り
理
論
を
し
て
経
営
組
織
白
木
格
的
把
握
の
た
め
の
有
力
た
拠
点
た

b
し
め
上
う
と
す
る
場
合
に
は



特
に
木
稿
の
ご
と
き
接
近
を
試
み
る
己
と
が
必
要
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
た
ら
な
い
。

バ
ー
ナ
ー
ド
の
理
論
は
、
籾
織
り
本
質
を
社
会
体
系
に
見
出
し
、
組
織
の
理
解
の
基
底
に
個
人
を
お
さ
、
個
人
白
発
展
を
通
し
て
組

織
り
発
展
を
は
か
ろ
う
と
す
る
一
般
理
論
ゼ
あ
る
。
し
た
が
コ
て
彼
の
理
論
に
よ
っ
て
経
営
組
織
の
本
格
的
把
握
へ
の
著
し
い
前
進
が

あ
っ
た
乙
と
は
否
定
て
き
な
い
が
、
己
れ
を
も
っ
て
充
全
だ
と
h
う
己
と
は
も
と
よ
り
い
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
前
に
指
摘
し
て
き
た

ご
と
さ
諸
点
以
外
に
、
経
営
組
織
に
は
経
営
白
固
有
の
問
題
例
え
ば
「
価
値
の
流
れ
」
の
側
面
た
ど
が
あ
る
α

し
た
が
っ
て
己
れ

bω
問
題
を
、
経
済
の
趨
勢
を
恭
底
に
持
ち
づ
っ
、
経
営
の
組
織
心
中
に
如
何
に
展
開
さ
れ
る
か
む
考
察
が
残
さ
れ
た
重
要
た
問
題
と

な
る
。
本
稿
て
は
バ
ー
ナ
ー

F
の
理
論
白
検
討
に
中
心
を
お
い
た
た
め
、
か
か
る
問
題
を
積
極
的
に
展
開
す
る
機
会
を
持
ち
え
な
か
っ

た
。
己
白
点
へ
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
悼
と
考
え
る
。

(
一
一
二
・
十
一
二
一
O
)

円
あ
と
が
き
】

本
稿
で
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
理
論
へ
由
従
来
の
論
及
(
は
し
が
き
、
註

ω参
照
)
に
も
特
に
ふ
れ
な
か
づ
た
。
し
か
し
バ
ー
ナ
ー
ド

の
理
請
が
管
理
職
能
申
本
質
を
見
き
わ
め
る
た
め
り
組
織
理
論
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
、
彼
自
窯
図
に
即
し
て
そ
の
理
論
を
段
階
的
発
展
的
に
整
理
し

て
み
た
と
と
、
個
人
を
個
人
的
人
格
と
組
織
人
格
白
二
酉
で
K
L
え
な
が
ら
、
バ
ー
ナ
ー
ド
が
究
極
に
は
個
人
的
人
絡
に
思
考
り
重
点
を
お
い
て
い

た
点
。
指
摘
、

「
む
す
び
L

K
布
付
る
彼
自
理
論
白
意
義
へ
り
論
及
位
、
従
来
。
解
釈
に
対
す
る
筆
者
白
見
解
の
間
接
的
表
明
で
あ
る
。

個

人

と

組

織

第
七
十
九
巻
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